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１ 経営方針の概要 1

目指すべき姿

【重点的に取り組む事項】

1.エネルギーの安定供給を目指して 5.社員力・組織力の向上を目指して

6.社会・地球環境との調和を目指して2.更なる売上拡大・競争力強化を目指して

3.コスト構造の抜本的改革を目指して

4.お客さまの満足度向上を目指して

7.グループ経営の強化を目指して

【重点施策】

トップラインの拡大

エネルギー安定供給の更なる強化 カーボンニュートラルへの挑戦

攻めの効率化

沖縄電力 経営方針

おきでんグループ 中期経営計画2025

カーボンニュートラルへの挑戦財務目標

おきでん グループビジョン

■当社は、おきでんグループの「目指すべき姿」の実現および2025年度の財務目標の達成に向けて、中

期経営計画の着実な実行に、積極果敢に取り組んでまいります。

経営の基本的方向性

※G各社はおきでんグループ中期経営計画2025
に基づき、経営方針を策定



２ 経営理念

基
本
理
念

エネルギーを通して沖縄の力となるために～Energise Okinawa～
私たち沖縄電力は、
誇りと使命感を持ってお客さまの暮らしと経済活動を支え、
高い志を持ち、あふれる情熱と豊かな想像力を発揮して、
夢と活力ある沖縄の未来づくりに貢献していきます。

経
営
の
基
本
的

方
向
性

(1)エネルギーの安定供給に尽くす

(2)カーボンニュートラルに積極果敢に挑戦する

(3)お客さまの多様なニーズに対応し、満足度の向上に尽くす

(4)地域社会の良き企業市民として社会責任を果たす

(5)人を育み、人を大切にする

(6)積極的な事業展開と不断の経営効率化を通じて持続的成長を図る

行
動
指
針

(1)仕事は手堅く、スピーディーに行う

(2)自ら発意し、計画し、実行する

(3)高い目標に果敢に挑戦する

(4)皆で支援し、目標を達成する

(5)収支の意識を強く持ち、日常的にコストダウンに取り組む

(6)知識や技術を貪欲なまでに探求・習得し、継承する

(7)高い倫理観の下に行動する

■経営理念は、当社が社会に対してどのような価値を提供するのかを表した「基本理念」、その使命を実

現するために経営の軸として堅持することを表した「経営の基本的方向性」、役職員一人ひとりが心が

けるべき「行動指針」からなります。

経営理念
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事業ポートフォリオ（2025）

電気事業 グループ事業

経常利益（連結）
120億円

財務目標（連結） 2025年度

経常利益 120億円以上

ROE(自己資本当期純利益率) 5%以上

自己資本比率 30%台を維持

３ 財務目標

総合エネルギー事業をコアとして、ビジネス・生活サポートを通して新しい価値の創造を目指し、地域に生き、

共に発展する一体感のある企業グループとして、持続可能な社会の実現に貢献します。

財務目標

目指すべき姿

■おきでんグループの「目指すべき姿」の実現に向けて、新たに策定したおきでんグループ中期経営計画2025

に基づき全役職員一丸となって施策を実施し、収益性や資本効率の改善等の経営課題の解決に向け取り

組み、 2025年度の財務目標の確実な達成を目指します。

※グループ事業は当社の電気事業以外
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➢今年度の経営方針においては、 当社の基本的使命である「エネルギーの安定供給の更なる強化」に加
えて、新たに策定したおきでんグループ中期経営計画2025にて定めた大きな方向性である、「トップライ
ンの拡大」、「攻めの効率化」 、「カーボンニュートラルへの挑戦」を”重点施策”とし、「おきでん.COM」の
考え方をもとに取り組みます。

４ 重点施策

【重点的に取り組む事項】

1.エネルギーの安定供給を目指して 5.社員力・組織力の向上を目指して

6.社会・地球環境との調和を目指して2.更なる売上拡大・競争力強化を目指して

3.コスト構造の抜本的改革を目指して

4.お客さまの満足度向上を目指して

7.グループ経営の強化を目指して

【重点施策】

トップラインの拡大

エネルギー安定供給の更なる強化 カーボンニュートラルへの挑戦

攻めの効率化
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目標達成に向けた取り組みの考え方（「おきでん.COM」 の考え方）

➢ 「おきでん.COM」の考えのもと、新たな価値の創造を図り、目指すべき姿・財務目標の達成に向けて取り
組みます。

４ 重点施策

Make（価値創造）「価値を創る」
✓「おきでん.COM」の考えのもと、新たな価値の創造、競争力の強化を目指します

Optimize（最適化）「つなげる・つながる」
✓サプライチェーン全体を俯瞰した、グループ内外のビジネス連携強化、
更なる最適化を目指します

Convert（デジタル化）「まずやってみる・変えてみる」
✓DXの推進、業務プロセスの見直しにより、コスト構造の転換、業務の高度化、
更なる効率化を目指しますCConvert

デジタル化

OOptimize
最適化

MMake
価値創造
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４ 重点施策

➢ 当社が持続的に成長していくために、新たに策定した中期経営計画（おきでんグループ中期経営計画2025）に基づ
き、トップラインを拡大していく必要があります。

➢ 電気事業においては、「うちな～CO2フリーメニュー」や「おきでんmore-E」ポイントサービスなどによる電気プラスαの価値
提供により、お客さまの満足度向上に資するサービスおよび他事業者とのアライアンス等の販売拡大策を戦略的に展開
して、自由料金メニューへの移行を推進していきます。

➢ また、電気とガスの両方を供給できる総合エネルギー事業者として、 CO2削減、安定供給、BCP
※(事業継続計画)強

化といった利点を持つエネルギーセンターによる面的供給など、おきでんグループの技術を集結したエネルギー供給にも注
力していきます。 ※Business Continuity Plan(事業継続計画)の略称

➢ 激しい競争の中においても、グループの既存事業の売上拡大に加え、吉の浦ー牧港間のガス導管の敷設によるガス供
給、グループ資産の有効活用やヘルスケア事業など、将来に向けた新規投資案件や新規事業の具現化に向け取り組
み、グループ全体で「トップラインの拡大」を図っていきます。

6

「おきでんmore-E」サービスの概要

トップラインの拡大



➢ コスト低減と効率化は企業として永続的に取り組むべき課題であり、全社一丸となって抜本的かつ継続的なコスト低減と
業務効率化を推し進めます。

➢ 「おきでん.COM」の考えのもと、「おきでんDX」による人財とデジタル技術等を活用したビジネス刷新を推進し、より付加
価値の高い領域にリソースを向ける「攻めの効率化」を積極的に行いながら収益性の向上を図ります。

➢ 修繕費は減少傾向にあるものの、長期的には設備の増加・高経年化等に伴い設備関連費用（修繕費・減価償却
費）の増加が見込まれているため、各部門で自律的に設備関連費用の持続的な抑制に取り組みます。

➢ イニシャルコスト、ランニングコストを総合的に勘案し、トータルコストの低減、予見可能な修繕工事の計画的な対応、長
期的に利益が確保できるよう減価償却費の平準化を検討した効率的な設備形成、他社効率化施策の当社への導入
等に取り組んでいきます。

攻めの効率化

４ 重点施策

おきでんDXによる効率化事例(稟議電子化・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ)
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沖縄ブロック無電柱化推進協議会では、第8期無電柱化推進計
画として約100kmの路線を整備するとの合意が図られました
(2021年12月24日)。過去の計画と比較して非常に高い目標値
であるものの、台風常襲地域である沖縄において、安定供給を求め
る社会的要請と受け止め、これまで以上に無電柱化の推進を図って
いきます。また、新たに全国大で実施することとなった電線管理者自
らが行う無電柱化についても今回計画より計上しており、着実に計
画を実施していきます。
［無電柱化の目的］
〇防災性の向上 〇安全で快適な歩行空間の確保
〇良好な景観の形成 〇電力レジリエンス対策

供給信頼度の向上を目的として、老朽化した牧港ガスタービン1号
機の代替となる牧港ガスエンジン発電所を建設しています。

○立地点：牧港火力発電所構内
○発電設備：ガスエンジン発電設備
○発電出力：45,000kW
○使用燃料：天然ガス
○環境配慮：
①天然ガスを使用することで、石油、石炭と比較してCO2の発生が
少なく、SOXも発生しません。
②石油、石炭と比較してNOXの発生は少ないが、更に脱硝装置
を設けることでNOX排出量を低減します。
③発電設備の冷却にラジエーターを用い、海水を使用しません。
○建設工程：造成工事開始 2021年1月

商用運転開始 2024年3月（予定）

➢ いかなる経営環境下においても、お客さまの暮らしや経済活動を支えるエネルギーの安定供給という当社の基本的使命
を堅持し、その実現に向け全力で取り組みます。

➢ 牧港ガスエンジン発電所の建設や社会的要請も高い無電柱化工事の実施などを着実に実施し、更なる安定供給の実
現に向けて取り組みます。

エネルギー安定供給の更なる強化

牧港ガスエンジン発電所の建設 無電柱化工事の実施

ガスエンジン建屋

燃料タンク

４ 重点施策 8

➢ いかなる経営環境下においても、お客さまの暮らしや経済活動を支えるエネルギーの安定供給という当社の基本的使命
を堅持し、その実現に向け全力で取り組みます。

➢ 牧港ガスエンジン発電所の建設や社会的要請も高い無電柱化工事の実施などを着実に実施し、更なる安定供給の実
現に向けて取り組みます。

エネルギー安定供給の更なる強化



➢ 地球温暖化対策への社会的な要請が一層高まっている中、当社は長期的な指針となる「沖縄電力 ゼロエミッションへ
の取り組み」に基づき、2050年カーボンニュートラルを目指し、「再エネ主力化」および「火力電源のCO2排出削減」の2
つの方向性および「電化促進」に取り組みます。

➢ チャレンジングな目標の達成に向けて、当社は今まで培った技術を活かし、そして新たな技術の導入で持続可能なエネ
ルギーシステムを構築し、安定供給と地球温暖化対策の両立に取り組んで社会へ貢献していきます。

カーボンニュートラルへの挑戦

４ 重点施策 9



➢ 社員一人ひとりが、「総合エネルギー事業者」としての自覚を強く持ち、環境への配慮および経済性の同時達成を図りつつ、

電気・ガスの安定供給に全力で取り組みます。

➢ 「S+3E」の観点に加え、 2050年カーボンニュートラルに向けた「再エネ主力化」および「火力電源のCO2排出削減」を踏

まえた最適な電源構成のあり方を検討します。

➢ 再エネ主力化に向けた系統安定化技術の活用と高度化および基盤整備のための設備投資を進めます。

➢ 協力会社も含め、グループ一体となった技術者・技能労働者の安定確保に向けて、有効な施策の立案および展開を図り

ます。

➢ 供給設備の事故や非常災害等の場合には、部門を超えて、全社一丸となって迅速な復旧に向け取り組みます。

➢ 台風やサイバー攻撃等の不足の事態に備え、電力の安定供給に支障が生じることのないよう対策を実施します。

１．エネルギーの安定供給を目指して

➢ 競争が進展していく中、電気とガスの両方を供給できる総合エネルギー事業者としての強みを最大限に発揮して、お客さ

まのニーズに沿った競争力ある料金・サービス等を提供することで、更なる販売拡大に全社を挙げて取り組みます。

➢ プロモーション活動の積極展開や社外パートナーとの連携強化により、オール電化・ハーフ電化を強力に推進します。

➢ 太陽光発電と蓄電池を組み合わせた「かりーるーふ」にオール電化を加えた新たな電化提案を進めます。

➢ ガス供給事業における新たな販売スキーム、他事業者とのアライアンスについて積極的に検討・実施します。

➢ 販売力の強化に向けた人財育成・活用等に取り組みます。

➢ 経営資源を活用した収益化について検討・実施します。

２．更なる売上拡大・競争力強化を目指して

５ 重点的に取り組む事項 10



➢ 競争力の強化に向けて、サプライチェーン全体での最適化の視点で、抜本的かつ継続的なコスト低減と業務効率化を推

進します。

➢ 設備計画の精度向上を図るとともに、収益性を評価した設備更新など、戦略的・効率的な設備形成によりトータルコスト

の低減を図ります。

➢ 新託送料金制度に適応したコスト構造の転換、安定供給・サービスの実行に取り組み、安定収益の確保に取り組みます。

➢ 「おきでん.COM」の考えのもと、 「おきでんDX」による人財とデジタル技術等を活用したビジネス刷新を推進し、より付加

価値の高い領域にリソースを向ける「攻めの効率化」を積極的に行いながら新たな価値創造に取り組みます。

➢ 本島・離島における燃料費の更なる低減に向けた施策の検討、実施に取り組みます。

３．コスト構造の抜本的改革を目指して

➢ 自由料金メニューへの移行を推進していくとともに、お客さま満足度をより高める電気プラスαの価値の提供に取り組みま

す。

➢ 経営効率化のためにあらゆる努力を行い、競争力のある電気料金水準の確保に向けて、役職員全員が一丸となって取

り組みます。

４．お客さまの満足度向上を目指して

５ 重点的に取り組む事項 11



➢ 当社の事業運営に関わる全ての者の「安全」が最優先事項であることを強く認識し、安全確保の徹底および「健康経営」

の実践による従業員の心身の健康を確保します。また、適切な人財育成や社内インフラの整備等を通じて、持続的成長

の原動力となる社員力・組織力の向上を図っていきます。

➢ 社員一人ひとりが日々の業務の中で、当たり前のことを決して疎かにせず、徹底的にやり遂げることはもとより、社内コミュニ

ケーションを十分図りながら、各部門が適切に連携して業務に取り組みます。

➢ 持続的成長に向けた組織体制の構築、新技術の研究や経営管理の充実等に向けて検討します。

５．社員力・組織力の向上を目指して

➢ 社会との調和を保ちつつ、良き企業市民として事業活動を行うために、すべてのステークホルダーに対し責任ある活動を

展開します。

➢ 事業運営に係る各種法令の遵守および企業倫理意識の向上に努め、全役職員が不断の取り組みとしてコンプライアン

スの徹底・強化に向けた取り組みを継続します。

➢ 人権が尊重される持続可能な社会の実現に向け、事業活動を通して社会的責任を果たします。

➢ 地球環境に対し責任ある企業として、「沖縄電力 ゼロエミッションへの取り組み」に基づき2050年カーボンニュートラルを

目指すとともに、地域環境保全および循環型社会形成などに取り組みます。

６．社会・地球環境との調和を目指して

５ 重点的に取り組む事項 12



➢ グループ事業の自律的な発展に向けて、事業環境の変化に迅速かつ適切に対応するために、グループ事業の支援を強

化していきます。

➢ 新規事業、新規投資の積極的な検討・展開など事業領域の拡大に取り組みます。

➢ グループ会社も含めたサプライチェーンでの効率化・収益拡大に取り組みます。

➢ 「おきでん.COM」の考えのもと、新たな価値の創造、競争力の強化に向けて、グループ一丸となって取り組みます。

７．グループ経営の強化を目指して

５ 重点的に取り組む事項 13



（参考）ESG（SDGs）への主な取り組み 14

➢ 当社は、「重点施策」および「重点的に取り組む事項」を着実に実行することで、ESG（SDGs）への取り組みを積極的に

推進していきます。

環境負荷低減に向けた取り組み
E（環境）

地域・社会への貢献、人財、安全健康
S（社会）

ガバナンス強化
G（ガバナンス）

➢ 職場構内の環境整備

➢ 「健康経営」の効果的な取り組みに

向けたこころとからだの健康支援施策

の更なる推進

➢ 人権を尊重したCSR調達の取り組み

➢ 安全文化の浸透と安全管理の徹底

➢ 県産木質バイオマス燃料の利用

拡大に向けた取り組み

➢ CO2フリー燃料(水素・アンモニア

等)の利用技術の調査

➢ 地域環境の保全と循環型社会

形成に向けた取り組みおよび環

境管理の充実 など

➢ コンプライアンスの徹底・強化に

向けた取り組み

➢ サイバーセキュリティ対応強化に

向けた取り組み など

【重点的に取り組む事項】

1.エネルギーの安定供給を目指して

5.社員力・組織力の向上を目指して

6.社会・地球環境との調和を目指して

2.更なる売上拡大・競争力強化を目指して

3.コスト構造の抜本的改革を目指して

4.お客さまの満足度向上を目指して 7.グループ経営の強化を目指して

【重点施策】

トップラインの拡大

エネルギー安定供給の更なる強化 カーボンニュートラルへの挑戦

攻めの効率化

など


